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先月の振り返り: 12月のドル円相場は、113円半ば～111円半ばで推移。米予算問題がドル高の足か

せとなっていたが、無事に解決したことと米雇用統計の好結果により底堅く推移することとなった。

ただ地政学リスクや繰り返される米政権不安、FOMCを控えていたこともあり上値が重く、様子見ムー

ドが漂っていた。その後はFOMCにおいて予想通り利上げされたものの予想の範囲内だったことでイン

パクトに欠けたが、米税制改革法案下院可決により再度ドル高の流れとなった。とはいえ12月全般で

みるとクリスマス休暇及び年末を控えて積極的な売買が手控えられていたこともあり、狭い範囲での

値動きとなっていった。
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　日銀金融政策決定会合

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

  米ＧＤＰ速報値

今後の展開: クリスマス休暇や年末年始を控えた季節柄もあったせいなのか狭い範囲

での相場となった12月。注目されたFOMCでも市場にインパクトを与えられず結果持合

いを脱するまでに入っていない。年明けから株高による追い風もあったが、12月の相

場範囲内となっており、市場も昨今の指標発表や地政学リスクに慣れも出てきたよう

で、何かきっかけがほしいところ。ただこれだけ持合いが続いていると大きなエネル

ギーが溜まっているとも考えられる。持合い離れに対処できるようにしっかりと備え

ておきたい。

  欧州ＧＤＰ速報値

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


